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北御庭

基本方針：現存遺構の保存修理

主要課題：
　余芳の移築再建・周辺整備
　北園池護岸・池底の保存修理
　北園池の水面復元
　権現山裾の石橋移設
　二子山周辺の飛石・延段の露出展示検討
　多春園及び周辺整備

東御庭

基本方針：復元整備

主要課題：
　発掘調査による遺構確認
　復元地形の検討
　各建造物の整備方針
　延段意匠の復元手法

中御庭

基本方針：復元整備

主要課題：
　発掘調査による遺構確認　
　復元地形の検討
　各建造物の整備方針
　植木屋材料の整備方針　

近代前庭（二之丸御殿北西跡）

基本方針：現存する近代遺構の保存修理

主要課題：
　近世及び近代の境界整備手法
　
　

二之丸御殿跡

基本方針：二之丸御殿の遺構表示

主要課題：
　遺構表示の手法
　ガイダンス施設の設置検討
　二之丸全体の活用を見据えた整備

外縁東

基本方針：地割復元と遺構表示

主要課題：
　各建造物の整備方針
　遺構表示の手法
　土塁上の既存樹木の取扱い　

全域に関わる方針と課題

①保存整備の基本方針
　近世：「御城御庭絵図」等の史料を読み解きながら回遊式庭園としての空間性を回復する
　近代：二之丸御殿跡の一部に作庭された名古屋の近代庭園を現状保存する

②保存整備の基本姿勢
　・オリジナル遺構が現存する範囲の適切な保存修理
　・本質的価値が潜在する範囲の発掘調査等の調査成果や史料に基づく復元整備
　・絵図及びオリジナル遺構に倣った文化財庭園に相応しい空間の復元

①保存整備の基本方針
　近世：「御城御庭絵図」等の史料を読み解きながら回遊式庭園としての空間性を回復する
　近代：二之丸御殿跡の一部に作庭された名古屋の近代庭園を現状保存する

②保存整備の基本姿勢
　・オリジナル遺構が現存する範囲の適切な保存修理
　・本質的価値が潜在する範囲の発掘調査等の調査成果や史料に基づく復元整備
　・絵図及びオリジナル遺構に倣った文化財庭園に相応しい空間の復元

③共通する課題
　・植栽計画
　・排水計画
　・庭園区画の土塀復元
　・石造物の復元計画
　・動線計画
　・給水及び照明電源等の設備計画

③共通する課題
　・植栽計画
　・排水計画
　・庭園区画の土塀復元
　・石造物の復元計画
　・動線計画
　・給水及び照明電源等の設備計画

外縁西

基本方針：復元整備

主要課題：
　南蛮練塀の保存・整備手法
　迎涼閣・逐涼閣の整備方針
　埋門の保存・整備手法
　石垣上の既存樹木の取扱い　

南御庭

基本方針：修復整備

主要課題：
　南池の再発掘調査（池底確認）
　復元地形の検討
　南池の水面復元
　

【凡例】

名勝指定範囲

1.名勝名古屋城二之丸庭園整備計画（地割区分別基本方針及び主要課題）

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。
－ 1 －
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風信風信

多春園多春園

赤坂山赤坂山

四ツ代山四ツ代山

田楽山田楽山

二子山二子山

権現山権現山

栄螺山栄螺山

笹巻山笹巻山

多春園
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形復元、豊場山復元

  【建造物】遺構表示、化粧三和土・土間状遺構復元整備

  【水　系】枯池の復元

  【園　路】飛石復元、延段復元（遺構は保護層を設けて保存）

  【植　栽】植栽復元（サクラ群植、ﾂﾂｼ ・゙ｻﾂｷ類列植等）

  【構造物】木橋復元、豊場山下御門の復元、石造物復元（一部）

  【その他 】「多春園」説明板設置

《将来的課題》

  【構造物】沓脱石、石造物、袖垣の復元

権現山
《施工済み》

  【地　形】削平部分の地形復元、現存部分の修復整備

  【建造物】社跡の遺構表示

  【園　路】園路形状の復元整備

  【植　栽】除伐、剪定、植栽

  【構造物】石段の復元

 《主要な構成要素の整備方針》 

  【石　組】築山裾部の石組復元

  【園　路】路面仕上げ、飛石復元

  【植　栽】植栽復元、除伐、剪定

《将来的課題》

  【構造物】鳥居、石燈籠の復元

  【植　栽】御神木（杉等）の植栽復元

余芳
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】周辺露地の地形復元、北園池へ下る地形の復元

  【建造物】移築再建、袖垣復元

  【石　組】護岸石組修復整備、景石・築山等の石組復元、

 　沓脱石復元

  【園　路】飛石・延段復元、枝折戸復元

  【植　栽】植栽復元（大木類、サクラ、ツツジ・サツキ類列植等）

  【構造物】蹲居復元（遺構は保護層を設けて保存）、石燈籠復元

  【その他】「余芳」説明板設置

《将来的課題》

  【構造物】石造物の復元

※余芳再建及び周辺整備は、準備工を含めて4カ年で計画して

　いることから、施工中は東庭園の芝生広場に仮設通路を設置

　し、来園者の観賞ルートを確保する。

風信
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】周辺露地の地形復元

  【建造物】検出遺構の位置表示

  【石　組】現存する石組の修復

  【園　路】飛石復元

  【その他】「風信」説明板設置

《将来的課題》

  【建造物】移築再建

  【石　組】風信土台石組復元、沓脱石復元

  【構造物】石燈籠、手水鉢、袖垣復元

  【植　栽】植栽復元

※風信は移築再建の可能性があることから、

　周辺整備についても再建と同時に行う

　計画とする。

栄螺山 
《施工済み》

  【地　形】築山地形の復元整備

  【園　路】園路形状の復元整備

  【植　栽】除伐、剪定

《主要な構成要素の整備方針》 

  【石　組】滝石組の修復整備

  【園　路】路面の仕上げ

  【植　栽】植栽復元（サルスベリ列植、サクラ等）

  【構造物】石橋3基・土橋1基の復元、石橋1基修復

 　石造物復元（一部）

《将来的課題》

  【構造物】石造物復元、頂上部の整備

※サクラは多春園との関係を考慮のうえ植栽する。

笹巻山 
《施工済み》

  【地　形】築山地形の修復

  【石　組】築山石組の修復

  【植　栽】除伐、除根

《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】眺望地点の整備

  【園　路】飛石の修復、飛石・延段の復元

 　（北側園路の検出遺構は埋め戻し）

  【構造物】躑躅御門復元

《将来的課題》

  【構造物】石造物復元

※『尾二ノ丸御庭之図』で「御控所」の貼紙がなされて

　消去された「蘇鉄築山」「牡丹花壇」の復元方針未定。

　（眺望地点の整備方針によっては復元不可）

北園池
《施工済み（一部）》

  【石　組】護岸石組・石橋の修復、石材保存処理

  【植　栽】除伐、除根

《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】赤坂山・中島の修復、護岸周りの築山修復

  【石　組】護岸石組修復、護岸石組目地補修

 　築山石組修復、東側護岸石組修復整備、

 　石材保存処理

  【水　系】池底三和土修復、給水機能整備

  【園　路】飛石・延段の復元、赤坂山園路復元

 　汀園路修復整備

  【植　栽】藤棚復元、水生植物復元、中島植栽復元、除根

  【構造物】木橋復元、三和土構造物修復及び保存処理、

 　石造物復元（一部）

  【その他】「権現山」説明板設置

《将来的課題》

  【構造物】石橋の三之丸庭園からの移設、

 　石造物復元

築山群
《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】遺構を基準にした築山裾部の切下げ

 　築山地形の修復

  【石　組】築山石組修復

  【園　路】飛石の修復（露出）、飛石・延段の復元

  【植　栽】地被類の補植、植栽復元（二子山ソテツ）

  【構造物】石造物復元（一部）

《将来的課題》

  【構造物】石造物復元
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２-1. 地割区分別整備計画 項目一覧図／北御庭

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 2－

【凡例】

【注記】

名勝指定範囲

・庭園の現存範囲は原則として既存樹木を生かして植栽整備する。

・植栽計画は特徴的な樹種のみ示す。

・樹種のうち漢字表記は大木類を示す。

・築地塀は庭園の西～北～東の全長で復元整備する。



門門

霜傑
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形復元

  【建造物】遺構表示（「霜傑」床高想定）

  【石　組】築山石組、景石復元、沓脱石復元

  【園　路】飛石・延段復元、築山園路復元

  【植　栽】花壇復元、植栽復元（大木類、サクラ・常緑樹群植、ソテツ等）

  【構造物】中松御門の復元、石造物復元（一部）、枝折戸復元

  【その他 】「霜傑」説明板設置

《将来的課題》

  【構造物】石造物復元、袖垣復元

※霜傑南側の植栽は、『御城御庭絵図』ではモミジも群植されているが、

　『尾二ノ丸御庭之図』では描かれていない。「霜傑」での菊花の拝見に

　関する記述で紅葉は記されておらず、ここでは『尾二ノ丸御庭之図』

　に基づいた計画案としている。

権現山下御席
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形復元、赤松山復元

  【建造物】遺構表示

  【石　組】築山石組復元、景石・層塔土台石組復元

  【園　路】飛石・延段復元、石橋復元、築山園路復元

  【植　栽】植栽復元（大木類、マツ群植、シュロ、ソテツ等）

  【構造物】穂垣・木柵復元、組み井筒の復元、石造物復元（一部）

  【その他 】「権現山下御席」説明板設置

《将来的課題》

  【構造物】沓脱石復元、石造物復元

東園
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形復元、石巻山・蛙山復元

  【石　組】築山石組復元、御腰掛石組復元

  【園　路】飛石・延段復元、築山園路復元

  【植　栽】花壇復元、植栽復元（大木類、キリシマツツジ・ソテツ群植等）

  【構造物】御腰掛・四ツ堂の遺構表示、

《将来的課題》

  【構造物】石造物の復元

※蛙山南側のドウダンツツジ列植は『御城御庭絵図』に記載がないが、

　『尾二ノ丸御庭之図』では凡例も記されているため、ここでは植栽

　復元の計画としている。
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２-2. 地割区分別整備計画 項目一覧図／東御庭

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 3 －

【凡例】

【注記】

名勝指定範囲

・植栽計画は特徴的な樹種のみ示す。

・樹種のうち漢字表記は大木類を示す。

・築地塀は庭園の西～北～東の全長で復元整備する。



躑躅御門躑躅御門

赤松山赤松山

中御庭  
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形復元

  【建造物】遺構表示（「植木屋」床高想定）

  【石　組】築山石組復元、景石復元

  【園　路】飛石・延段復元

  【植　栽】植木鉢・盆栽復元展示（イベント等との連携も検討）

 　花壇復元、植栽復元（大木類、シュロ等）

  【構造物】太鼓木橋復元、石造物復元（一部・陳列）、

     井戸意匠復元、水車復元、四ツ目垣・袖垣復元

  【その他 】「植木屋」「張出外御席」説明板設置

《将来的課題》

  【構造物】沓脱石、石造物復元

※植木屋は『御城御庭絵図』と『尾二ノ丸御庭之図』で様相が

　大きく異なる。（別紙資料1-（2）参照）

《移設・移植・撤去》

  【植　栽】ツバキ群植移植

  【構造物】石碑移設（城内検討）
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南御庭 
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形復元

  【水　系】給水機能復元整備、池底修復整備

  【石　組】園池護岸修復整備、築山石組復元整備、中島石組復元整備

 　舟着石復元（遺構検出の場合は修復）

  【園　路】築山園路復元、飛石・延段復元

  【植　栽】藤棚復元、植栽復元（マツ群植、ドウダンツツジ群植等）

  【構造物】四ツ堂遺構表示、太鼓木橋復元、石造物復元（一部）

  【その他 】「南池」説明板設置（築山名称、発掘遺構等ついて）

《将来的課題》

  【構造物】石造品物復元、和舟復元、舟形手水鉢の三之丸庭園からの移設

《移設・移植・撤去》

  【構造物】望鯱亭撤去検討

  【植　栽】植栽帯撤去（移植検討）
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２-3. 地割区分別整備計画 項目一覧図／南御庭・中御庭

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 4 －

【凡例】

【注記】

名勝指定範囲

・植栽計画は特徴的な樹種のみ示す。

・樹種のうち漢字表記は大木類を示す。

・築地塀は庭園の西～北～東の全長で復元整備し、

  南側は眺望確保のため遺構表示等を検討する。
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外縁西 
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形造成

 　※南蛮練塀の基盤に留意

  【建造物】遺構表示

  【石　組】逐涼閣露地石組復元整備

  【園　路】逐涼閣飛石復元

  【植　栽】植栽復元（大木類、生垣、ウメ・サクラ・モミジ混植等）

  【構造物】南蛮練塀修復整備（保存処理）、埋門修復整備、

 　逐涼閣中門復元整備、井戸意匠復元

  【その他 】「逐涼閣」「迎涼閣・御文庫」「埋門」説明板設置

《将来的課題》

  【建造物】逐涼閣・迎涼閣・御文庫・土蔵復元、薬医門復元

  【構造物】石造物復元

《移設・移植・撤去》

  【植栽・構造物】牡丹花壇解体撤去（石材や植栽は可能な限り再利用）

 　　　   石垣上の樹木

※石垣上の建造物や構造物の修復もしくは復元を検討する際には、

　石垣の取扱いについて検討が必要である。　
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２-4. 地割区分別整備計画 項目一覧図／外縁西

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 5 －

【凡例】

【注記】

名勝指定範囲

・植栽計画は特徴的な樹種のみ示す。

・樹種のうち漢字表記は大木類を示す。

・築地塀は庭園の西～北～東の全長で復元整備する。

・図中の斜体字は撤去対象の構造物等を示す。
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外縁東
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】保護層を設けて遺構を保存し地形造成

  【建造物】遺構表示

  【植　栽】花壇、植栽復元（大木類、生垣、ウメ列植、サルスベリ列植等）

  【構造物】門扉復元、井戸意匠復元（遺構検出の場合）

  【その他 】「御矢場」「御稽古場」「土蔵」説明板設置

《将来的課題》

  【建造物】土蔵復元、御矢場・御稽古場復元、丑寅隅櫓復元

  【構造物】土蔵の塀（石積み・矢来垣）・門復元、召合門復元

《移設・移植・撤去》

  【構造物】トイレ撤去（代替検討）、ベンチ

  【植　栽】石垣上樹木、植栽帯（樹木類は出来る限り移植検討

※石垣上の構造物等の修復もしくは復元を検討する際には、石垣の

　取扱いについて検討が必要である。
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２-5. 地割区分別整備計画 項目一覧図／外縁東

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 6 －

【凡例】

【注記】

名勝指定範囲

・植栽計画は特徴的な樹種のみ示す。

・樹種のうち漢字表記は大木類を示す。

・築地塀は庭園の西～北～東の全長で復元整備する。

・図中の斜体字は撤去対象の構造物等を示す。
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二之丸御殿跡
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【建造物】二之丸御殿の遺構表示

 　※『御城二之丸図』に基づくものとする。（別紙参照）

  【構造物】石垣・水飲み場・飛石・植栽帯等撤去、石碑移設

  【植　栽】撤去（移植）

  【その他】「二之丸御殿・二之丸庭園」説明板設置 

《将来的課題》

  二之丸南部の整備に着手する際には、一体的な活用に向けた整備検討を行う。
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近代前庭（二之丸御殿北西跡）
 《主要な構成要素の整備方針》 

  【地　形】原則として現状保存（発掘調査で確認された遺構面には保護層を設ける）

 　築山修復整備

  【水　系】枯池の修復

  【石　組】撒石（那智黒石の撤去）

  【園　路】飛石修復整備 

  【植　栽】除伐、剪定

  【構造物】手水鉢修復・据え直し

  【その他 】「二之丸御殿/南御庭」「将校集会所」等説明板設置

《将来的課題》

  【建造物】二の丸茶亭は耐久年限を迎えた際に撤去検討→梅之間復元検討

  【石　組】園池東側護岸の石組復元

飛石飛石

築山築山

石組石組

石組石組

撒石（那智黒石）撒石（那智黒石）

手水鉢手水鉢

手水鉢手水鉢

眺望地点の整備眺望地点の整備

0 25m10

S=1:500

２-6. 地割区分別整備計画 項目一覧図／二之丸御殿跡・近代前庭（二之丸御殿北西跡）

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 7 －

【凡例】

【注記】

名勝指定範囲

・築地塀は庭園の西～北～東の全長で復元整備し、

  南側は眺望確保のため遺構表示等を検討する。

・図中の斜体字は撤去対象の構造物等を示す。
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二の丸茶亭の耐久年限後

「梅之御間」の意匠を踏襲した

施設の建設を検討

二の丸茶亭の耐久年限後

「梅之御間」の意匠を踏襲した

施設の建設を検討

社社

権現山下

御席

権現山下

御席

植木屋植木屋

張出外御席張出外御席
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御庭預り御庭預り

御小納戸御小納戸

御広間御広間

東門東門

（長局）（長局）

番所番所

（奥）（奥）

（中奥）（中奥）

（表）（表）

御寝之間御寝之間

御小座敷御小座敷

御賄所御賄所

御玄関御玄関
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丑寅隅櫓丑寅隅櫓

Ｎ

【凡例】

《茶室等》

《二之丸御殿》

名勝指定範囲

移築再建

将来的に復元検討

遺構表示（床高想定）

遺構表示（平面表示）

遺構表示ライン

二之丸御殿跡の範囲

3.名勝名古屋城二之丸庭園整備計画（建造物整備方針）

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。 － 8 －

■「二之丸御殿跡」の指標史料

以下の理由から、『御城二之丸図』

（名古屋城総合事務所所蔵）を

指標として計画する。

・二之丸全体が描かれており、庭園と

  建物の関係性を考えることができる。

・制作年代が天保13年以降であり、

  斉朝による庭園の拡張時期に近い。

・部屋名称が分かりやすく記されて

  おり、遺構表示の対象検討に適して

  いる。



Ｎ

0 25 50m

S=1:400800

市役所駅方面から市役所駅方面から

二之丸御殿を踏襲した
ガイダンス施設の設置検討

(二之丸南部整備と合わせた検討)

二之丸御殿を踏襲した
ガイダンス施設の設置検討

(二之丸南部整備と合わせた検討)

東門東門

正門・本丸御殿方面から正門・本丸御殿方面から

躑躅御門躑躅御門

豊場山下御門

中松御門中松御門

穴門か穴門か

穴門か穴門か

穴門か穴門か

庭園を区画する土塀は
南側を遺構表示とする等、
庭園への眺望を確保する。

庭園を区画する土塀は
南側を遺構表示とする等、
庭園への眺望を確保する。

通常公開は外観のみ

通常公開は外観のみ
移築再建した場合、
通常公開は外観のみ

通常は立入禁止通常は立入禁止

通常は立入禁止通常は立入禁止

通常は立入禁止通常は立入禁止

通常は立入禁止通常は立入禁止

通常は立入禁止通常は立入禁止

北園池全体への
眺望ポイントを設定

周辺の築山や茶室等を含む
北園池全体への
眺望ポイントを設定

埋 門

緊急時の役割のほか、
新御殿との往来等、
機能や役割を理解できる
状態に整備して公開

埋 門

緊急時の役割のほか、
新御殿との往来等、
機能や役割を理解できる
状態に整備して公開

逐涼閣

建物概要と使われ方（家臣との饗応等）の紹介
逐涼閣

建物概要と使われ方（家臣との饗応等）の紹介

多春園

建物概要と使われ方
（家臣との饗応等）の紹介

多春園

建物概要と使われ方
（家臣との饗応等）の紹介

現在の二の丸茶亭は将来的には撤去とするが、
建築物としての耐久がある間は活用し、
二之丸御殿と庭園との関係性回復を図る。

現在の二の丸茶亭は将来的には撤去とするが、
建築物としての耐久がある間は活用し、
二之丸御殿と庭園との関係性回復を図る。

　

植木屋

斉朝が好んだ「本草学」や
園芸にまつわる文化を
見せる場として活用

植木屋

斉朝が好んだ「本草学」や
園芸にまつわる文化を
見せる場として活用

課題：「梅之間」と庭園の関係性の回復課題：「梅之間」と庭園の関係性の回復

古写真に基づき堀への張り出し部分も含めた遺構表示や
東屋としての利用等を検討する。
⇒安全性確保のため、地割を区画する生垣と門を復元整備する。
　※生垣の高さ・密度（見越せつつ入れない）の検討
　※説明つきの特別公開等検討
　

古写真に基づき堀への張り出し部分も含めた遺構表示や
東屋としての利用等を検討する。
⇒安全性確保のため、地割を区画する生垣と門を復元整備する。
　※生垣の高さ・密度（見越せつつ入れない）の検討
　※説明つきの特別公開等検討
　

課題：南蛮練塀との関係性課題：南蛮練塀との関係性

霜 傑

・桜の花見
・菊の花見
・使われ方の紹介
　（茶のもてなし等）

霜 傑

・桜の花見
・菊の花見
・使われ方の紹介
　（茶のもてなし等）

回遊園路は、季節ごとの見所のほか、
地被植物や構造物等の修理時期や
養生期間を考慮し、管理計画と共に
期間ごとに設定する。

回遊園路は、季節ごとの見所のほか、
地被植物や構造物等の修理時期や
養生期間を考慮し、管理計画と共に
期間ごとに設定する。

課題：通常公開ルートの設定課題：通常公開ルートの設定
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御席
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赤坂山赤坂山

二子山二子山

権現山権現山

栄螺山栄螺山

田楽山田楽山

四代山四代山

三ヶ野山三ヶ野山

笹巻山笹巻山

豊場山豊場山

赤松山赤松山

石巻山石巻山

鹿山鹿山

莪原山莪原山

行者越行者越

高原山高原山

妙義山妙義山

蛙山蛙山

中島中島

舟着き舟着き

４. 名勝名古屋城二之丸庭園　整備計画（公開計画検討図）

門などの入口

土塀（遺構表示等）

【凡例】

※下線を付した茶屋等は、文献史料に
　基づいた活用検討の対象を示す。

土塀（復元）

名勝指定範囲

【基本方針】

※下図は現況図と「名古屋城二之丸庭園保存修復・整備計画イメージ平面図」（平成25年度作成）の合成である。今後、整備計画（令和2年度策定予定）の内容を受け修正の必要がある。
－ 9 －

　建造物・構造物の説明板

　特徴的な空間や要素の説明板

　特筆すべき遺構検出箇所の説明板

　 ①総合案内

　 ②権現山（社・鳥居の補足説明等）

　 ③南池（築山名称・発掘調査成果等）

　 ④近代前庭（二之丸御殿跡・近代の改変等）

　 ⑤南蛮練塀（現存の塀・絵図変遷等）

説明板設置方針

・茶室等の建造物には個別の説明板を設置する。

・特徴的な空間性をもつ場所や発掘調査で特筆

  すべき遺構を検出した場所に説明板を設置する。

・絵図や古写真、発掘写真等を使用した内容とする。

・文献等で確認されている庭園の使われ方も紹介する。

・QRコード等によるデータ取得や音声案内の導入を

  検討する。

動線設定一例（　　　）

・回遊性を確保する

・園池、築山、橋は原則として通行禁止

・建造物は正面から寄り、背後は通行止め

・景色として楽しめるよう通行禁止とする

  範囲を設定(例：南池)

●回遊性の確保

・主な視点場を巡る回遊式庭園としての動線を

　  設定する。

　・絵図で飛石の範囲は、庭園としての意匠保存

　  を優先し、絵図等の史料及び発掘調査成果に

　  忠実な復元をする。

●立入禁止区域の設定

・安全性及び遺構保護の観点から設定する。

・庭園景観保護の観点から設定する。

・特別公開等で限定的に公開する機会を設ける。

・園路沿いや立入禁止区域等には、庭園景観に 

  配慮した柵等を設置する。

・地被類等の養生期間中は該当区域を立入禁止

　  とする。

●眺望の確保

　・庭園を眺望できる位置に、誰もが庭園景観を

　  楽しめるエリアを設定する。
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５.名古屋城二之丸庭園 事業計画検討 

●第１次工事-1（北御庭）/修復整備 平成 25 年度～令和元年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 1 次工事-2（北御庭・近代前庭）/修復整備、余芳移築再建工事 令和 2 年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下、敷地造成を伴う復元計画（明治及び昭和期に盛土されているため各エリアで残土が発生する見込み） 

●第 2 次工事（東御庭・中御庭・北御庭/風信・外縁東） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 3 次工事（南御庭・外縁東） 
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●第 4 次工事（北御庭/多春園、築山群、笹巻山（近代前庭）・外縁西） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 5 次工事（庭園内構造物等・外縁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●第 6 次工事（二之丸御殿跡） 
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